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	１　行動計画期間　　令和２年４月１日から令和７年３月３１日までの５年間
	２　内容
	目標１　育児・介護を行う職員の仕事と家庭生活の両立のため、始業・終業時刻をより柔軟に設定する。
	目標２　職員の子どもが、親が働いているところを実際にみることができる職場見学を実施する。
	目標３　毎年、両立支援制度の利用状況、両立支援のための取組の成果等を把握し、改善点がないか検討する。
	目標４　年次有給休暇の取得日数を、一人当たり平均年間１２日以上とする。
	目標５　ワークライフバランスに配慮するため、勤務後に誰もが十分な休息をとれるようにする。
	目標６　所定外労働の削減に努める。


